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１０月１１日（土）に実施された「合唱祭」、１７日（金）に実施された「５０周年記念式典」、

２５日（土）に実施された「つく中フェスタ５０」はつくし野中学校にとって重要な行事と

なり、これらの行事が無事に実施できたことは生徒のみなさんの頑張りがあったこと

はもちろんのこと、保護者や地域、来賓の皆さんのご協力なくしては成り立たなかった

行事です。この場をお借りして感謝申しあげます。誠にありがとうございました。 

まずは、合唱祭の感想です。当日の講評は結果を早く知りたい皆さんのために、話

を簡潔にしましたが本当に伝えたかったことは次のことです。私は審査員として、真剣

にみなさんの合唱を耳と心と目で聴いていました。心のこもった一生懸命に歌ってい

る姿に涙が出そうになるほど感動しました。頑張りを心から誉めたいと思います。そし

て、結果発表を聞いて、涙している人、歓喜のあまりなんだかわからない声を出してい

る人など、自分の感情を出し切る人がたくさんいました。「泣ける」「感動した」「悔しく

てたまらない」など感情は、一生懸命に努力した人にしか経験することができません。

喜怒哀楽など、全ての経験が自分の成長の肥やしにすることができ、人を大きく成長

させます。この経験をこれからの様々な場面や状況で生かしてみてください。 

また、この秋、本校の合唱祭や周年行事、つく中フェスタといった大きな行事が、感

動と成功を収めることができた背景には、みなさんの懸命な努力はもちろんのこと、

それを支えてくださった多くの人々の『助け』があったからです。特に、合唱祭やつく中

フェスタにおいては、生徒や保護者の委員の皆様が中心となり、緻密な計画と献身的

な準備を進めてくださいました。会場の設営一つをとっても、多様な立場の方々の

「様々なつながり」と「何とか成功させたい」という強い想いが集まったからこそ、あの

日の輝きを生むことができたと確信しております。私たちは、学校生活が、地域という

確かな土台と、人々の温かい善意に支えられていることを忘れてはなりません。ノーベ

ル平和賞を受賞したマザー・テレサは、その奉仕活動の中で、こう語っています。 

「私たちのしていることは大海の一滴（ひとしずく）に過ぎません。だけど、私たちが

やめたら確実に一滴が減るのです。」 

まさに、私たちの地域をより良いものにする行動も同じです。中学生一人の力は、も

しかしたら大海の一滴かもしれません。しかし、その小さな一滴が集まることで、地域

に大きな活力を生み出します。このつくし野中学校で出会い、生活している大切な地

域のために、今度は中学生のみなさんが力を貸す番です。本年度は、その想いを具体

的な行動につなげるべく、「つく中生が地域で活躍する場面」を例年以上にたくさん設

定しています。生徒一人ひとりが地域の一員としての自覚を持ち、小さなボランティア

活動を通して、愛と奉仕の精神を育むこと。これこそが、未来の地域社会を築く基礎と

なると信じています。みんなで、つくし野中学校、そしてこの地域を、さらに温かく、活

気あるものへと盛り上げていきましょう。 

公式 Instagramはじめました 



■一奏入魂～心ひとつに歌い抜け～ ２０２５合唱祭■ 
１０月１１日（土）相模女子大グリーンホールにて、令和７年度つくし野中学校合唱祭を開催

しました。土曜日開催ということもあり、昨年以上の多くの方にご来場いただきました。 

さて、この合唱祭に向けて、実行委員は一学期から準備を進めてきました。本番に向け、実

行委員のみなさんは、どうすれば素晴らしい行事になるのかを考え、先生の指示に頼ること

なく、自分たちで考え、行動してきました。時にうまくいかないこともありましたが、実行委

員のみなさんの頑張りで今回の合唱祭が成り立っていました。ありがとうございます。 

   

各学級での練習では、成功と失敗を繰り返しながらも、同じ目的に向かって練習を積み

重ねた結果、当日は素晴らしい合唱・演奏になりました。「自分の音にこだわるとともに、周

りの音を聞き、みんなと音を合わせること」、「歌に感情やメッセージをのせる」など、みなさ

んの合唱からいろいろな想いを受け取ることができました。 

   

    

 金賞 銀賞 銅賞 アンサンブル賞 

受賞 

年組 

曲名 

１Ｂ（ＣＯＳＭＯＳ） 

２Ｂ（輝くために） 

３Ｇ（証） 

１Ｄ（春風の中で） 

２Ｄ（生きている証） 

３Ｆ（青い鳥） 

１Ａ（空は今） 

２Ｃ（地球の鼓動） 

３Ｄ（虹） 

Ｉ組 

ハンドベル（エーデルワイス） 

合唱（ひらり、） 

※３年生の最優秀クラスを受賞した３年 G組と合唱部は１１月７日（金）に町田市民ホールで

開催される町田市連合音楽会に参加します。 

 



 

 天候に恵まれ、１０月２３日(木)にＧＩＯＮスタジアムにて、第５回町田市連合体育大会が開

催され、陸上部の生徒を中心に大会に臨みました。普段練習している種目ではない種目に

参加した生徒が多く、入賞することができなかった生徒はたくさんいましたが、自分の全力

を出して頑張っていた姿はとても立派でした。参加した選手の皆さんお疲れさまでした。ま

た、選手を送迎・応援してくださった保護者の皆様、ありがとうございました。 

    

 

   

地域とともにつく中生が活躍しています。１０月１２日（日）に開催された「つくし野ハロウ

ィン」では、２０名を超える生徒がボランティアスタッフとして参加し、会場を盛り上げまし

た。２５日（土）にはつくし野中学校で「フェスタ５０」が開催されました。このフェスタは「ＰＴ

Ａフェスタ委員会」の方が中心となって企画・運営してくださる地域行事です。美術部のモニ

ュメント作成やつく中生による司会進行、演劇部や吹奏楽部の発表、有志団体発表（ダンス、

アニメーションなど）や教員バンドもあり大変盛り上がりました。ほかにも生徒会企画ブー

ス、父親の会模擬店出店もあり、心もお腹も満たされたとても素敵なイベントとなりました。

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[保護者の皆様へ] 

相模女子大グリーンホールで開催した合唱祭。土曜日開催ということもあり、多くの方にご

来場いただくことができました。入場開始の時間や待機方法、ご入場の際など、案内等でご不

便おかけしたこと、お詫び申し上げます。そのような中、多くの保護者・地域の皆様にご来場賜

りましたことを厚く御礼申し上げます。また、当日の運営におきまして PTAのご担当者様に

は、ご尽力いただきましたことを重ねて御礼申し上げます。当日はどの学年、学級も日頃の練

習の成果が十分に発揮された立派な発表をしてくれました。これもひとえに、当日はもとより練

習期間も含めまして、ご家庭での支えがあったからこそと感謝しております。皆様のご理解と

ご協力のもと、素晴らしい合唱祭となりました。この場をお借りして、感謝申し上げます。今後

もよろしくお願いいたします。 



１１月主な予定 

５日 午前授業（給食なし） 

６日～ ７日 宿泊行事終（I組） 

７日 連合音楽会（参加者は弁当持参） 

１２日～１４日 期末考査（給食なし） 

１９日～２１日 職場体験（２）（２年生給食なし） 

２６日・２７日 午前授業（給食あり） 

※給食献立表は南地区の給食センターから各中学

校に配布されています。つくし野中学校で給食は

月行事予定の給食欄をご確認ください。〇は給食

あり、×は給食なしです。Ｉ組での△は対象学年

のみが給食なしです。 

 

５０周年記念式典 

１０月１７日（金）本校体育館にて創立５０周年記念式典

が行われました。この度の式典に際し、地域の皆様をはじ

め、たくさんの皆様に多大なるご理解とご協力を賜り、誠に

ありがとうございました。また、おかげさまで盛大かつ厳粛

に式典を執り行うことができました。当日はたくさんの

来賓にお越しいただき、誠にありがとうございました。 

式辞では、校長より創立以来の歴史とこの５０年で学

校を支えてくださった全ての皆様に感謝の意が述べられ

ました。祝辞では、町田市副市長榎本悦次様から、つく

し野中学校での取り組みや町田市の政策、さらには本校

の発展を願う温かいお言葉を頂戴しました。卒業生でサッカー元日本

代表・町田ゼルビアアンバサダー太田宏介様からは、在校当時の様子

などとともに、現在の中学生に向けた励ましの言葉もいただきまし

た。本校ＰＴＡ会長児玉和隆様からは、生徒を代表して３年松澤啓之

さんに記念品の目録が贈呈されました。記念品は、行事用テント１６

張り（１張は父親の会）、記念ボールペン、記念フェイスタオルです。

代表生徒の言葉では、３年大貫夏実さんから、先輩方が築き上げ

てきた伝統を受け継ぎ、未来に向かって新たな歴史を創っていく

決意を表明しました。その後、選抜合唱団と吹奏楽部が記念演奏

をして式典に花を添えてくれました。式典終了後には新旧生徒会

役員がモデルとなり、新標準服のお披露目会が行われまた。 

式典を通じて、本校がこれまで多くの地域の方々、卒業生、保

護者の皆様に支えられてきたことを改めて実感いたしました。５０周年を新たな出発点とし、こ

れからも教職員一同、子どもたちの健全な育成と、地域に愛される学校づくりに尽力してまいり

ます。今後とも本校教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。 

最後に参列してくれた３年生・１、２年学級委員・選抜合唱団・吹奏楽部の皆さん本当にあり

がとうございました。               ５０周年実行委員長・副校長 殘間喜満 


